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推
論
を
通
し

て

人
は

言
葉
の

使
用
を
身
に

つ

け
る

の

で

あ
る

。

　
ブ

ラ

ン

ダ

ム

の

議
論
を
踏
ま
え
れ
ば
、

私
た
ち
が

認
識
す
る

上
で

対
象

を
特
定
す
る

た
め

に

は
、

経
験
の

問
題
で

は
な
く
論
理
的
問
題
と

し
て
、

言
葉
の

体
系
を
必
要
と

す
る

。

そ

う
し
て

初
め
て、

対
象
を

理
解
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

れ
は
、

対
象
が
素
朴
に

実
在
し
て

い

る

の

で

は

な
く、

先
行
す

登、
面

葉
の

関
係
性
の

中
に

対
象
が
回
収
さ
れ

る

こ

と
を

意
味
し

て

い

る
。

　
こ

の

議
論
は
必
ず
し
も、

宗
教
的
実
在
や
世
界
の

存
在
を

否
定
し
て

は

い

な
い

。

し

か
し、

ど

の

よ

う
な
対
象
も一、
旨

葉
の

関
係
性
の

中
で

の

み

理

解
さ

れ
る
こ

と

が

立

証
さ
れ

る

の

で

あ

れ
ば
、

諸

宗
教
の

コ
詈

呈
…

の

体

系
」

は

実
在
に
先
立
つ

。

つ

ま
り、

言
語
的
宗
教
構
成
主
義
は

実
在
主

義

に

対
し
て
、

明
確
に

優
位
性
を
キ

張
で

き
る
こ

と

に

な
る

。

基

督
教
に

対
す
る

理
論
上

の

四
つ

の

疑
問
及
び

理

由
と

　

当
該
論
の

若
干
の

適
用

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

工

　
藤
　
　
　
亨

　
戦
後
半
世
紀
余
り、

カ

ト
リ

ッ

ク

の

所
謂
求
道
者
と

し
て

歩
ん

で

来
た

が、

概
し
て

下
記
の

事
山
で
、

基

督
教
を
仏
教
の

根
本
理
法
に
基
づ

け
る

結
果
と

な
っ

た
。

0
ア

リ

ス

ト
テ

レ

ス

は

「

生
来
人
は

皆
第
一

の

原
因
・

原
理
（
以

下
、

即
0．）

を
知
る

こ

と
を

求
め
る
」

と

云
い

、

ト

マ

ス

と

ホ

ッ

ブ

ス

に
よ

る

と
「

こ

れ

（
℃°
0°
）

を

何
人
も
神
と

呼
ぶ
」

。

処
で
一

般

に
、

言
葉
（
そ
の

形
・

音
声
お
よ

び

概
念
）

よ

り
、

言

葉
が

指
し

示
す

（

似
Φ

⇒
o

冨
）

事
柄
の

方
が

先
行
す
る

。

す
る

と

自
然
理

性
上、

基

督
教
の

「

神
」

よ

り、

用
語
「

神
」

が
指
し

示
す
「

第
一

の

原
因
・

原
理
（
℃．
○
）

」

が

先
行
す
る

で

あ
ろ

う
。

⇔
「

エ

リ
エ

リ

レ

マ

サ
バ

ク

タ

ニ

」

と

絶

叫

し、
「

魂
を

御
手

に

委
ね

奉
（

っ

こ

て

息
絶
え
た

イ
エ

ス
。

獄

中
か
ら

「

神
の

前
で

…

神
な
し

に

生
き
る

」

と

認
め

た

ボ
ン

ヘ

ッ

フ

ァ

i
。

神
は

「

真
理

の

源
」

で

把
握
さ
れ
た

「

真
理
」

で

は

な
い

と

説
い

て

来
た
公

教

会
。

い

ず
れ

も、
「

今
見
て

い
（

な
い
）
」

が
し

か
し
念
頭
に
は

あ
る

「

神
」

に
、

誠
を

尽
し
「

信
仰
」

を
捧
げ
た

。

し
か
し
乍
ら
実
は

、

各
々

の

念
頭

に

宗
教
的
情
意
と

相
関
的
に
「

源
」

と

し
て

あ
る

当
の

「

神
」

に

更
に
先

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
ダ

ル

マ

行
し
て、

即
○
＼

即

○

で

あ
る

究
極
根
原
理

法
（
以
下、

U
も．
ρ
）

が
先
在

し、

そ

し

て

万
有
の

℃

b°
で

あ
る

そ
の

故
で

、

一

切

事
と

不
可

分
不
叮

　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
ダ

ル

マ

同
不

可
逆
で

あ
ろ

う
。

日
我
々

が

住
す
る

理

法
一

円
界
に

は
、

＝

度
起

っ

た

こ

と

（
事
象
（

 
＜
Φ

具
ご

を
起

き
な
か
っ

た

こ

と
に

な

す
こ

と
は
、

神
の

全
能
を

も
っ

て

し
て

も
な

し
え

な
い
」

と
い

う
実
体
で

あ
る

理

法

（

以
下

、

仮
称
事

象
の

永
遠

性
（

巨
巨．）
）

が

あ
っ

て
、

時
空

界

：
水

遠

界
共
に

妥
当
す
る

。

そ
し
て

ト
マ

ス

は、

仮
に

三
一

の

神
（
以
下、

∪野・）

が
牛

ま
れ

た

み
子
・

み
言
（

有）

を
生
ま
れ
な
か
っ

た

こ

と

（
無）

に

な

し
得
れ
ば
、

有
を

無
と

な
す
こ

と

に

な
っ

て、

神
の

「

合
理
性
」

に

反

す

る

の

だ
、

と

云

う
。

し

か
し

乍
ら、

み

子
・

み

言
は

、

U
悼

の

三
一

の

本

性
の

故
で

同
本
性
に
よ

っ

て

生
ま
れ、

そ
し
て
一

度
生

ま
れ

る
と

即
直
ち

に

理

法

巨
臼゚

の

規
制
の

下
に

あ
る

そ
の

故
で、

父
な
る

神
も、

生
ま
れ

な
か
っ

た

こ

と
に

な

し

え
な
い

の

で

あ
ろ

う
。

従
っ

て

存
在
論
上
、

「

無

か
ら
の

創

造
」

（
以

下、

p
（

ρ
）

昌゚
）

で

は
、

三
一

神
と

そ
の

本
性
へ

の

第

一

の

他
性
と
し

て
、

実
体
理

法

冒
日゚

が

外
在
し

て

相
い

対
し

UN

の

奥

底
に

先

行
し
先

在
す
る

故、

文

字
通

り
の

ρ

戸

は

成
り
立

ち
え

な
い
、

と

認
め

る
。

そ
し
て

理

法

巨
日。

と

UN

の

ob

°

の

業
は

、

両

者
の

基
底
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に

更
に

先
行
し

先
在
す
る

万
有
の

勺

b．
＼

勺

b．
で

あ
る

∪
も゚

ρ

が
媒
介
し

所
謂
神
変
加

持
す
る

、

と

認
め

る
の

で

あ
る

。

四

基．
督
教
の

根
本
教
義

「

原

罪
」

な
る

も
の

が
実
在
す
る

と

仮
定
す
る

。

す
る

と、

当
の

現
実

態

へ

の

可

能
態

（

以

下
、

仮
称
原

罪
へ

の

可

能
性
（
℃

b
φ
）

）

が

先
在
し

よ

う。

す
る
と

無
か

ら
の

創
造
の

際、

O
悼

の

全
善
神

性
に
お
い

て

終
始

全

知
の

対

象
と

し

て

あ
る

当
の

℃

b°
ω゚

は
、

い

ず
れ

か

の

プ
ロ

セ

ス
・

仕
方
に

お

い

て
、

「

父

な
る

神
」

に

「

よ

し
」

と

裁
可

さ
れ
て

、

現
実
態

を
附

与
さ
れ
よ

う
。

そ
し
て

そ

の

是
認
裁
可
の

と
き、

全

善
の

神
性
意
志

（

σq°
）

に

是
認
さ

れ

る

非
善
の

勹゚

○．
Q。°
（

〜

ぴq）

は
、

「

善
」

（
σq°）

な
る
も

の

と

し

て

神
性
意
志
に
一

致
し、

是
認
す
る
全
善
意
志
に

お
い

て

全
善
意

志
と

し
て

あ

り、

非

善
の

℃

b°
Qり．
（
〜

堕）
川

全

善
（

瞬）

で

あ
ろ

う
。

し
か
し

乍
ら

UN

は

創
造
の

折、

全
被
造
世

界
を
「

凡
て

善
し

」

と

是
認

す
る

故
、

非
善
川

全
善
と

な
れ

ば
、

天

地
の

両
殴

界
が

善
川

非
善
と

な

り
、

無
原

罪
の

神
人
（
 
）

に

よ

る

救
世
物
語
も

無
記
・

無
意
味
と

な
ろ

う
。

か

く
し
て

ob

°

に

お
い

て

は
、

仮
称
原

罪
へ

の

可

能
性
は

、

前
記

冒
B疊
と

同
様、

三
一

神
と
そ

の

神
性
全

存
在
へ

の

第
二

の

他
性
と

し
て

外
在
し、

故
に

ρ

戸

は

成

り
立
ち
得
ず、

そ
し

て

∪
“。

の

ob

．

と

℃噛
ρ
ω゚

は
、

基
底
か

ら

∪
も゚

ρ

が

神
変
加
持
す
る
、

と

認
め
る
の

で

あ
る

。

　

尚

表
題
の

後
半
の

適

用
で

扱
う
の

は

ω
鬥

〉
閏
菊

卜。
08

の

『

要
旨
集』

で

の

高
名
な
奥
村
一

郎
神
父
の

公

言
（

「

仏

道
を

な
ら
ふ
」

に

つ

い

て

の

道
元
の

「

自
己
を
忘
る
・

」

よ

り
も、

イ

エ

ス

の

「

自
分
を
捨
て

…

て

私

に

従
（
え
）

」

の

方
が
「

更
に
鋭
い
」）

。

←り
滝
沢
神
学
の

所
説
（
世
界
と

人

間
の

自
己
が

「

第
一

義
（

に
）

接
触
」

し

其

者
と

「

不
可

逆
不
可
同

不
可

分
」

な

の

は
三
皿

神
だ）
。

回
エ

ッ

ク

ハ

ル

ト
の

「

信
仰
」

の

言
明
（一一、

一

の

「

父
」

の

最
重

要
性

質
は
「

第
一

の

原
因
」

た

る

こ

と
だ

）

。

い

ず

れ
も

念

頭
に

∪
も．
P

が

皆

無
で
、

自
然
理

性
上

、

説
述

す
る

。

誤

り
で

あ
ろ

う
訳
を

現
代
思
想
の

宗
教
回

帰

　
　

　
　
ス

ラ

ヴ

ォ

イ
・

ジ

ジ
ェ

ク

の

議
論
を
中
心
と

し
て

加
　
藤

喜
　
之

　
ジ

ョ

ン
・

カ

プ
ー

ト
が
唱
え
る

よ

う
に
、

宗
教
回

帰
が

宗

教
者
や
神
学

者
で

は

な
く、

哲
学
者
や

批
評
家
に

よ

っ

て

唱
え
ら
れ

て

い

る

の

が
、

現

代
の

様
相
で

あ
る

。

し
か
し、

こ

れ

は、

単
純
に

、

プ
レ

モ

ダ

ン

・

反
啓

蒙
的
な
宗
教
に

回
帰
す
る

と
い

う
こ

と

で

は
な
い

。

ジ
ョ

ル

ジ
ョ

・

ア

ガ

ン

ベ

ン

や
ア

ラ

ン

・

バ

デ
ィ

ウ

と
並
ん

で
、

「

ポ
ス

ト
モ

ダ
ン

」

や

「

デ

ィ

コ

ン

ス

ト

ラ

ク

シ
ョ

ニ

ズ
ム
」

の

超
克
を
試
み

る

思
想
的

動
き
を

牽
引

す
る
、

ラ

カ

ン

派
ヘ

ゲ
リ

ア

ン

で

あ
る
ス

ラ

ヴ
ォ

イ
・

ジ
ジ
ェ

ク

の

著
作

に

は
、

宗
教、

特
に

キ
リ

ス

ト
教
に

つ

い

て

の

言

及
が

多
く
み

ら
れ

る
。

絶
え

間
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る

映
画
批
評、

文
学
批
評、

ジ
ョ

ー

ク
、

時

事
批
評
に

よ

っ

て
、

明
ら

か
に

さ
れ

る
と

同
時
に

あ
い

ま
い

に

な
る

ジ

ジ

ェ

ク

の

思
想
を、

キ
リ
ス

ト
教
理
解
に
軸
を

お
い

て

理
解
し
て

い

く
こ

と

が

本
発
表
の

日
的
で

あ
る

。

　
カ

ン

ト
以

前
の

啓
蒙
的
理
性
は
、

矛
盾
を

超
越
す
る

神
／
原
理
の

存
在

を

肯
定
す
る

。

カ

ン

ト
自
身
は

こ

の

問
い

立

て

が
、

人
間
理
性
の

根
本
的

な

不
可
能
性
と

限
界
を
表
す
も
の

で

あ
り、

問
い

は

ア

ポ

リ
ア

に

な
る

の

み

で

あ
る

と

論
じ

て

い

る
。

ジ

ジ
ェ

ク
は
、

カ

ン

ト
の

ア

ポ
リ

ア

を
ラ

デ

ィ

カ

ル

に

理

解
し、

高
次
の

調
和．
原

理
を

否
定
し
、

否
定
そ
し
て

矛
盾
と
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